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去る 月 日（金）埼玉県比企郡小川町より比企青年会議所現
役メンバーである新田悟詞君を講師としてお迎えし、国際観光出
羽ホテルにおいて 月第 例会 発想と視点の転換による意識の
啓蒙 が行われました。新田君は地元小川町で気軽に利用できる
日帰り温泉 花和楽の湯 を展開し、その手腕はテレビや雑誌、
ネットでも数多く取り上げられ、常にランキング上位を維持し続
けています。それまでの道のりは容易ではなく、理数系大学を卒
業後大手外食チェーンに就職。その後家業を受け継ぐのではなく、
以前から思い描いていた温泉事業へと進路をとりました。幾度と
ない失敗にも臆すること無く彼の持つ不屈の精神と温泉事業への
情熱で、幾つものハードルを乗り越え長年の夢を実現されました。
いまや 花和楽の湯 は“上質なホスピタリティー”をモットー
に、利用者の視点に立ったきめ細やかなサービスで首都圏からも
多くの利用者を集め、関東屈指の日帰り温泉に成長。地元・小川

町の地域振興の活性化及びまちづくりの中核的存在となっていま
す。常に自らに課題を設け、先を見つめ夢を現実化していく彼は、
小川町を ならぬ一大テーマパークにしようとその温泉事業
を起点に街全体をリードしています。私達研修委員会はこの数ヶ
月間、何としてでもこの例会を成功させるべく事前準備を進めて
参りました。その努力が功を奏したのか、出席されたメンバー全
員が講師の実体験（新しい発想・行動力 それに伴う成果）を基
にした講演に真摯に耳を傾けていました。同じ現役メンバーとし
てまた、地域に根ざした事業活動という同じ志を持つ者として喚
起させられた部分が多々あったのではないでしょうか？

研修委員会 齋 藤 亮 一



月 日（金）、酒田ベルナールにて酒田 ・庄内中央 ・
鶴岡 との 合同例会が開催されました。来る 月 日
（日）に酒田で行われる 第 回日本海夕陽ラインシンポジウム
を向かえるにあたり、各 のメンバーの意識を高める上で非
常に意味のある例会でした。講師として国土交通省酒田河川国道
事務所の宮田所長をお招きし、現状の高速道路の建設状況や、他
県から車でどのぐらいの人数の人が庄内を訪れているのかなどお

月 日に鶴岡地域職業訓練センターにて、山口直人会長の県
内 すべてを公式訪問したいとの熱意により 番目の公式
訪問 として酒田 と合同での開催となりました。日本
をもっと身近に感じてもらえるために、奥原祥司日本青年会

議所会頭の名代として山口会長より日本 の方針を説明頂きま
した。会長が日本 の方針を身近な言葉に置き換えた資料を基
に、今の日本で起きている数々の悲しい出来事や社会問題を心の
教育や日本人の誇り、思いやりの心を通じて解決する。まず第一
歩として自分達から実践しようというご説明を受け、山形ブロッ
ク協議会としての具体的な事業計画を小林えり副会長、小山裕久
副会長、松田智博副会長、三澤光年会員大会運営委員会委員長そ
れぞれから説明を頂きました。
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話頂きました。また酒田 の広域連携ビジョン委員会の高橋委
員長より、プレイベントとして 月に酒田 にかほ市までの
約 の道のりを庄内各 の メンバーがマラソンする

フラも大事ですがそれ以前に他県、他市の人々が車で我が鶴
岡市に行きたいと思ってもらえるような、魅力ある街づくり
をして行く事が我々 の役割なのではないでしょうか。

との発表がありました。日本海沿岸東北自動車道全線開通まで
には時間がかかると思いますが、早期実現をめざしてこういっ
たシンポジウムを継続し続ける事は必要だと思いますし、イン
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月の例会は、毎年恒例の新入会員歓迎
会です。過去の例を見るとかなりメンバー
の出席率がよいので、メンバーの新入会員
に対する関心の高さが伺えます。今年の新
入会員歓迎会は、“新入会員”を“歓迎する”
という例会目的の原点に立ち返り、既存メ
ンバーの内輪受けにならないよう各委員会
の が新入会員の 活動へのモチベー
ションを高めるものであるよう配慮してい
きます。また、委員会 などアトラクショ

ンの時間を例年より若干ですが短縮し、なるべくメンバーと新入
会員が直接、対話・交流できるような例会にしたいと思っていま
す。思えば、 年に自分が入会したときの歓迎会も今回同様、出
羽ホテルでした。当時はメンバーの多さと元気の良さに圧倒され
た覚えがあります。最初が肝心とは昔からよく言われていますよ
うに新入会員にとって初めての例会となる今年の新入会員歓迎会
も これぞ という先輩の姿を新入会員に見せるべく大勢の
メンバーの参加をお願いいたします。

ション と題して自由民主党、民主党の代表者から主に教育、地
域間格差、そして憲法改正及び国民投票法の問題について議論し
ていただきました。
青年会議所メンバーとして政治の問題は、市民の主体性ある参

加と意識の高揚に少しでも繋げていけるように努力していく必要
があると実感いたしましたし、その行動一つ一つが私たちの地域

理事会より 月の予定
月 日 第 回理事会
月 日 山形ブロック協議会 会員会議所会議

（山形市）
月 日 月例会 新入会員歓迎会
月 日 第 回常任理事会

去る 月 日（土）に（社）日本青年会議所第 回通常総会に合
わせ東京、砂防会館にて（社）日本青年会議所東北地区山形ブロッ
ク協議会会員会議所会議が開催されました。
主に企業倫理に関する事項、また新公益法人制度に関するセミ

ナー、近現代史教育プログラムセミナーなどについて白熱した議
論が展開されました。
翌日の 月 日（日）お台場・東京ビックサイトにて（社）日本

青年会議所第 回通常総会が開催されました。
日本全国から仲間が参加し、会場は熱気に包まれておりました。

午前中には 二大政党代表者による講演およびパネルディスカッ

に入会してもうすぐ 年にな
りますね 思えば、 周年記念式典
の司会のお仕事で会館にお邪魔した
所ある さんの あれ 、こんな
どごろざ入会申込書あるじゃん
という一言からご縁あって入会の運
びとなったわけですが…。
委員会配属は希望者の少ない 赤

川花火運営会議に第一希望を出して
しまいました 委員会の中でも大変な所を最初に経験し
ちゃえば後が楽かも… なーんて考えたのですが、実際（希
望通り）配属になってみればホントに大変ですね （笑）
週の半分程を出張で過ごす私としては責任を果たせるかが

本当に心配。しかし、先輩の皆様の丁寧なフォローを身に沁
みて感じ動き出せた事は感謝の限りです （特に広告・宣伝
副部会長さんの優しさと厳しさには頭の下がる想いです ）
沢山の方に支えられていることを実感し楽しんで務めたいと
思っています。
私の好きな言葉に みんな違ってみんな良い というのが
あります。個性豊かなメンバーの皆様とこれからも沢山の時
間を共有できること、楽しみにしています。

年入会
佐 藤 暁 子

地域政策委員会
委員長

佐 藤 正 廣

が活性化していく原動力
の一つにもなり得ると

確信もいたし
ました。



編 集 後 記
季節の外れたような 月の雪も消え、春らしい春が来た

ような今日この頃。 では、これから多数の事業が重なっ
てくる時期ですね。準備することや考えること、工夫する
ことなど問題は山積か…。日頃の問題は棚に上げて皆さん、
ここは一つ花見の宴にいそしむ事にしますか。

花見小僧
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月 日 日 アマゾンちびっこフェスティバル
（月山あさひ博物村）

月 日 池神社祭 （藤島古郡）
月 日 春日神社例大祭 （黒川・春日神社）
月 日 山五十川歌舞伎 （山五十川古典芸能伝承館）
月 日 山戸能 （山五十川古典芸能伝承館）
月 日 木野俣獅子踊 （鶴岡市木野俣）
月上旬 中旬 産直あぐり山菜・孟宗まつり （産直あぐり）
月上旬 中旬 ふじの花まつり （藤島体育館周辺）
月上旬 みちのく花の楽市楽座 （いこいの村庄内）
月上旬 しゃりんもうそう祭り （道の駅あつみ しゃりん ）
月上旬 全国大漁旗フェスティバル （鼠ヶ関）
月上旬 下旬 湯田川温泉 孟宗まつり （湯田川温泉）
月 日 国際ノルディックウォーク 湯野浜 （湯野浜海岸）
月中旬 博物村山菜まつり （月山あさひ博物村）
月中旬 八森山孟宗まつり （八森山レクリエーション広場）
月中旬 六十里街道を歩く （六十里越街道）
月中旬の日曜日 湯田川温泉 孟宗掘り体験イベント

（ 鶴岡湯田川出張店 集合）
月 日 鶴岡天神祭 （化けものまつり）
月 日 摩耶山山開き・春の登山会 （越沢）
月 日 タキタロウまつり （大鳥・タキタロウ広場）

【 四ノ章 ニセェ釣り】
日本海の夕日が水平線にさしかかるころ、シノゴデェ釣りの

細竿に一際大きな魚信．．．
ニセェだ ニセェきたァ と同時にプツンと糸が切れ、
アーァ．．．切らいだァ．．． と無念．．．。
クロダイの当歳魚“シノゴデェ”も 年もたてば 寸程に成

長する。庄内では 寸 寸程の物を二歳（ニセェ）と呼ぶ。
このサイズになると当地以外でも釣る地域が見うけられ、関東
ではカイズ釣りと称し特に盛んである。クロダイは随分頭の良
い魚で、シノゴデェは初心者でもそこそこ釣れるがニセェとも
成るとそうはいかない。針掛りした後の豪快さは、さすがに成
魚には劣るものの、餌をついばむ最初のアタリから食い込むま
での動作はクロデェと相違無く、糸が細いと鋭い引きで簡単に
切られてしまい、太くすれば見向きもしないからなかなか手強
い相手である。このスリリングなやり取りがニセェ釣りの最大
の魅力なのだろう。私が本格的にクロダイ釣りを始めるきっか
けになったのもこのニセェ釣りの魅力に取り付かれてからであ
る。 同じ寸法のニセェでもシノゴデェ釣りの細竿に掛ったも
のとクロデェ狙いの長竿で釣ったものでは釣り味も評価も違
う。 シノゴデェ釣りに掛ったニセェは思わずニヤリとするが
後者では でってなんだやァ、ニセェがやァ とちょっとガッ
カリしたりもする。釣人とは我がままな人種である。
実は、今年度広報委員長の小池信治君も私同様、無類の釣バ

カで特にニセェ釣りを最も得意としている（小池君の本意では
無いだろうが．．．）。 昨年の初秋、私と小池君で秋田県の象潟
まで遠征した時のこと、心地よい秋風そよぐ夕方の岸壁でクー
ラーボックスに腰をかけ、左手にキュっと冷えた缶ビール、右
手で自慢のエビス竿をふり、ほろ酔い気分で翌朝までニセェ釣
りを満喫した。
その晩、私が苦労して 枚釣るのがやっとなのに対し彼はな
んと 数枚ものニセェを釣り上げてみせた。さすが“ニセェの
小池”である。
…大物の武勇伝はあまり聞こえてこないが…（失礼）。

筆 おがいし

い魚で、シノゴデェは初心者でもそこそこ釣れるがニセェとも
成るとそうはいかない。針掛りした後の豪快さは、さすがに成
魚には劣るものの、餌をついばむ最初のアタリから食い込むま
での動作はクロデェと相違無く、糸が細いと鋭い引きで簡単に
切られてしまい、太くすれば見向きもしないからなかなか手強
い相手である。このスリリングなやり取りがニセェ釣りの最大
の魅力なのだろう。私が本格的にクロダイ釣りを始めるきっか
けになったのもこのニセェ釣りの魅力に取り付かれてからであ
る。 同じ寸法のニセェでもシノゴデェ釣りの細竿に掛ったも
のとクロデェ狙いの長竿で釣ったものでは釣り味も評価も違
う。 シノゴデェ釣りに掛ったニセェは思わずニヤリとするが
後者では でってなんだやァ、ニセェがやァ とちょっとガッ
カリしたりもする。釣人とは我がままな人種である。
実は、今年度広報委員長の小池信治君も私同様、無類の釣バ
カで特にニセェ釣りを最も得意としている（小池君の本意では

先日の実行委員会で、第十七回赤川花火大会のテーマが決定し
ました。そのテーマとは… です。
赤川の夜を 華やかで見事な虹の掛かったような花火 で照らし
出し、みんなの夢をその虹の架け橋に乗せて行こうという気持ち
を込めて決定いたしました。今年の花火大会はこのテーマに沿っ
た形で行われるということでどのような華やかな大会になるのか、
乞うご期待です。その他の部会に関しましても、今年ならではの
内容で現在協議・検討しております。そして先日、第 回目の執
行部会議を開催し、おぼろげながら少しづつ形が出来てまいりま
した。四月末にはポスター・チラシも完成し、皆様に今大会の概
要をご報告できる予定ですので今しばらくお待ちください。また、
同時期にいよいよ協賛活動も開始する予定としておりますので今
後皆様からのより一層の御協力をお願いいたします。

募集対象者 鶴岡市、三川町に居住、または勤務している
歳から 歳の青年会議所運動の精神に賛同し、
明るい豊かな社会作り を志す青年とします。

応 募 条 件 （社）鶴岡青年会議所正会員 名の推薦を必要と
します。

入 会 時 期 年 月より
詳しくは、事務局（ ）か正会員まで。詳
しい募集要項や説明会の日程は別途ご連絡致します。

会会会会会会 員員員員員員 募募募募募募 集集集集集集 要要要要要要 項項項項項項会 員 募 集 要 項年撮影予定、庄内映画村株式会社支援作品は既に 作品が
決定いたしました。うち、藤沢周平原作の映画 山桜 篠原哲雄
監督作品、女座頭市の映画 曽利文彦監督作品、納棺士を
する青年の心の成長を綴った映画 おくりびと 滝田洋二郎監督
作品の 作品が来たる 月からの庄内ロケに向け準備中です。そ
れに伴い、松ヶ岡や石倉のオープンセットも新たな映画セットと
して生まれ変わる予定です。また、庄内映画村では映画に協力し
ていただけるエキストラ、ボランティアの登録も随時募集してお
ります。是非ご協力ください。

庄内映画村


